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高い医療が受けられるようにするためには、限られた医療資源を医療ニーズに合わせて

効果的にかつ無駄なく活用できようにすることが必要であり、団塊の世代が 75 歳以上に

なる平成 37（2025）年に向けて、医療提供体制の再構築と地域包括ケアシステムの構築

を図ることとされています。 
 

具体的には、診療報酬の改定、補助金の活用、医療法の改正等により、 

・急性期病床の位置づけを明確化し、医療資源の集中投入により機能強化を図るな  

ど、医療機関の機能分化・強化と連携の推進 

・医療機関相互および医療と介護の連携等による必要なサービスの確保と、一般病床

における長期入院の適正化の推進 

・在宅医療の拠点となる医療機関の役割を明確にするなど、在宅医療の充実 

等に取り組むこととされています。 
 

こうした中、平成 26 年６月に成立した「地域における医療及び介護の総合的な確保を

推進するための関係法律の整備等に関する法律」（平成 26 年法律第 83 号）により、各都

道府県において、平成 37（2025）年の医療需要を見据えた、あるべき医療提供体制を実

現するための「地域医療構想」が策定されることとなりました。 

本県では、同構想において８つの区域を設定し、各区域に設置した地域医療構想調整

会議の中で、医療機能の分化、連携等についての協議を行いながら、平成 28 年度中の策

定に向けた検討が進められている状況です。 
 

また、精神科医療にあっては、平成 26 年２月に「良質かつ適切な精神障害者に対する

医療の提供を確保するための指針」（平成 26 年厚生労働省告示第 231 号）において、入

院医療中心の精神医療から精神障がい者の地域生活を支えるための精神医療への改革の

実現に向け、精神障がい者に対する保健・医療・福祉に携わるすべての関係者がめざす

べき方向性が示され、精神病床の機能分化の推進、保健医療サービスおよび福祉サービ

スの提供体制の確保、医療・福祉面における多職種の連携等に取り組んでいくことが示

されています。 

 

３ 県立病院の役割・機能 

  県立３病院（地方独立行政法人 三重県立総合医療センターを除く。）においては、国・

県の医療政策の動向や県立病院を取り巻く環境の変化に的確に対応しながら、次のよう

な役割・機能を果たす必要があると考えています。 
 

・こころの医療センターでは、本県における精神科医療の中核病院として、精神科救急・

急性期医療等の政策的医療や認知症治療、アルコール依存症治療、精神科早期介入等
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の専門的医療を推進するとともに、訪問看護やデイケアといった地域生活支援の充実

を図ること 
 

・一志病院では、総合診療医（家庭医）を中心としたプライマリ・ケア（※）の実践や

プライマリ・ケアにかかる地域人材の育成等に取り組むとともに、地域に最適な包括

的で全人的な医療の体制づくりを進めること 

※患者の身近なところで、あらゆる健康上の問題や疾病に対し、総合的・継続的、全人的に

対応する医療 
 

・志摩病院では、指定管理者による運営のもと、志摩地域の中核病院として、地域医   

療、救急医療等の充実に取り組むこと 

 

第２節 計画の基本的事項 
 

１ 計画の策定趣旨・位置づけおよび計画期間 

 本計画は、第１節において示した「計画策定の背景等」をふまえて、それぞれの県立

病院が県民の皆さんの求める医療を着実に推進するとともに、健全な病院経営を行って

いけるよう、さまざまな取組を計画的に実施していくために策定する中期的な計画であ

り、平成 25(2013)年度から平成 28(2016)年度までの中期経営計画に次ぐ、新たな中期経

営計画として策定するものです。 
 

 また、本計画は、平成 27 年３月に総務省から、公立病院が安定した経営のもとで必要

な医療を継続的に提供していくために、平成 33（2021）年３月までを計画期間として策

定を求められた「新公立病院改革プラン」としても位置づけることとしています。 

  なお、「新公立病院改革プラン」の中では、「地域医療構想」をふまえた役割を明確化

することが必要とされており、本計画はそういった視点も含めた内容としています。 
 

 これらのことから、本計画は、平成 29（2017）年４月１日から平成 33（2021）年３月

31 日までの４年間を計画期間として推進します。 

 

２ 計画の進行管理 

 本計画の着実な推進を図るため、本計画の数値目標について、計画期間中の各年度の

目標値を設定し、その進行管理について、病院事業庁が導入している業務マネジメント

ツールである「バランス・スコアカード（ＢＳＣ）」により行います。 

 なお、本計画は、県立病院を取り巻く今後の環境変化等をふまえ、必要に応じて見直

しを行うこととします。 
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第３節 病院事業のミッションおよび県立病院の基本理念 
 

病院事業庁においては、次の「病院事業のミッション」と「県立病院の基本理念」を掲

げ、病院運営を行っていきます。 
 

 病院事業のミッション  
 

県民の皆さんや地域に信頼され、かつ医療従事者にとって魅力のある病院づくり

を進めながら、良質で満足度の高い医療サービスを実践し、県民の皆さんと共に、

生涯にわたって健康な暮らしを続けられる医療環境の実現に貢献します。 
 

 県立病院の基本理念  
 

１ 県民の皆さんと地域の信頼を得る医療を追求します 
 

県民の皆さんが地域で安心して暮らせるよう、病院や診療所のほか、保健・福

祉等さまざまな関係機関との連携強化・役割分担を図りながら、県民の皆さんと

地域の信頼を得る医療を追求します。 
 

２ 患者の皆さんの人権を尊重する医療を追求します 
 

インフォームド・コンセントやセカンドオピニオンを推進するとともに、個人

情報等プライバシーの保護を徹底するなど、患者の皆さんの視点に立った、人権

を尊重する医療を追求します。 
 

３ 常に時代や環境を先取りし必要となるサービスを実践します 
 

職員一人ひとりが資質の向上を図るとともに、県民の皆さんや地域の医療ニー

ズを的確に把握しながら新たなサービスを創造するなど、常に時代や環境の変化

を先取りし必要となるサービスを実践します。 
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治療、アルコール依存症治療、精神科早期介入・早期予防等の専門的医療を提供すると

ともに、医師や看護師等の育成といった役割を担っています。 

今後も引き続き、このような役割を担っていくために県立県営による運営を進めます。 

 

８ 点検・評価・公表および住民の理解のための取組等 

本計画の着実な推進を図るため、本計画の数値目標について、計画期間中の各年度の

目標値を設定し、「バランス・スコアカード（ＢＳＣ）」で進行管理を行い、その取組成

果等については、毎年、県議会に報告を行うとともに、県のホームページにおいて公表

していきます。 

また、住民の理解のための取組としては、広報誌やホームページ、出前講座等により

院内の取組を周知するとともに、各種イベントの開催による病院と地域住民との交流の

場づくりを行うなど、地域に開かれた病院運営に努めていきます。 

 

９ 財務計画 

（１）収支計画（収益的収支） 

（２）収支計画（資本的収支） 

（３）一般会計からの繰入金の見通し 
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第２節 一志病院 
 

１ 前中期経営計画期間（H25～28 年度）における成果と残された課題 

一志病院は、総合診療医（家庭医）を中心としたプライマリ・ケアを実践するととも

に、「三重県地域医療再生計画」に位置づけられた総合診療医の育成拠点として、研修

医や医学生を受け入れ、県内の医師の人材育成にも貢献してきました。 

また、一志病院の診療圏は、診療所等の医療資源が十分でない中で、高齢化が進展し

ているため、訪問診療等の在宅療養支援の充実や、地域包括ケアシステムの構築に向け

た医療・介護・予防等の多職種連携の促進に取り組んできました。 

さらに、へき地診療所への代診医派遣などを行う「へき地医療拠点病院」として、県

内の医療過疎地域に対する支援に取り組んできました。 

経営面においても、収益の確保や費用縮減の経営努力により、平成 25（2013）年度

から平成 27（2015）年度までの３年連続で経常黒字を達成しています。 

今後も、プライマリ・ケアを担う医師や看護師等の医療従事者を安定的に確保したう

えで、こうした地域の医療ニーズ等への対応を継続させていく必要があります。 
  

 

 
【参考】「三重県立一志病院のあり方について～三重県立一志病院のあり方に関する検討会を

踏まえて～」に記載されている「一志病院のあるべき姿について（抜粋）」 

（平成28年２月 三重県健康福祉部医療対策局策定） 
 

津市白山・美杉地域の今後の人口動態や医療制度をめぐる状況の変化も踏まえると一層

の効率的な運用を図る必要はあるものの、当該地域にとっては、引き続き入院施設をもつ

唯一の病院として一志病院が提供する医療が必要と言える。具体的には、次の取組が考え

られる。 
 
①白山・美杉地域の高齢化が急速に進むなかで、病院への通院が困難な患者が増加し、

在宅療養支援の必要性が高まっていることから、訪問診療、訪問看護などに積極的に

取り組む。 

②地域包括ケアシステムの構築が求められているなか、保健・医療・福祉の多職種連携

の取組を、医療機関の立場から積極的に進める。 

③白山・美杉地域における一次救急医療に貢献する。 
 
今後、三重県全体の人口が減少していくことが想定される中で、地域医療やへき地医療

に必要な人材を全県的に確保していくためには、平成29年度から本格的に開始される新た

な専門医制度を念頭に置きつつ、県として、自治医科大学卒業生の県内定着に加えて、三

重大学と連携しながら、家庭医療（総合診療）を担う人材の育成に取り組むとともに、地

域看護や訪問看護を実践できる看護師の育成を図ることが必要である。このため、このよ

うな人材育成にかかる教育・研究機関（プライマリ・ケアセンター（仮称））を同院に設置

することを積極的に検討する。同センターでは、これまでの取組をさらに発展させて、次

の機能を担うことが期待される。 

①育成した家庭医（総合診療医）や看護師を県内の医療過疎地域へ積極的に派遣する。 

②現在までに構築してきた教育や研究体制をさらに発展させ、プライマリ・ケアに関す

る教育や研究を担う。 
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２ 地域医療構想をふまえた役割 

三重県地域医療構想（中間案）における伊勢志摩区域の平成 37（2025）年にめざすべ

き医療提供体制の方向性として、回復期機能を一層充実させることが必要としており、

志摩病院にあっては、高度急性期機能を担っている伊勢赤十字病院等との連携を前提と

しつつ、地勢的に一定程度の急性期機能を担うことが求められているとともに、回復期

機能または慢性期機能の充実を図ることも期待されています。 

こうしたことをふまえ、志摩病院は、伊勢赤十字病院等との連携のもと、志摩地域の

二次救急医療や災害医療等を担う急性期病院としての役割を引き続き担っていくととも

に、新たに運用を開始している地域包括ケア病棟を安定的に運用するなど、急性期機能

に加え、回復期機能も併せ持つ地域の中核病院としての役割を果たしていきます。 

    

３ 地域包括ケアシステムの構築に向けた役割 

三重県地域医療構想（中間案）において、平成 37（2025）年に向けて、伊勢志摩地域

では回復期機能の一層の充実とともに、今後増加していくことが見込まれている在宅医

療等の医療需要に対して、地域包括ケアシステムとして医療・介護・予防等にかかる地

域の関係機関および多職種が連携し、一体となって対応していくことが求められていま

す。 

こうした中で、現在、志摩病院は、志摩地域の地域包括ケアシステムの構築に向けて、

入院医療と在宅医療の連携（病病・病診連携）や、医療・介護・予防等の関係機関の連

携（多職種連携）を行うためのネットワークづくりを推進しています。 

具体的には、地域の医師会との連携により、医師・看護師等の医療関係者やケアマネ

ジャー等の介護関係者、行政、民生委員といった多職種の参加を得た交流会の開催によ

る顔の見える関係づくりや、専門職を対象とした研修会の開催による人材育成等を推進

しています。 

また、地域住民や民生委員からの相談を受けて、適切な機関につないだり、診療所や

学校等からの相談を受けたりするなど、地域の相談支援窓口の役割も果たしています。 

さらに、在宅患者に安全・安心な療養生活を送っていただくため、病状の急変時にお

いて適切に志摩病院へ救急搬送ができるよう、事前に患者登録を行う志摩地域在宅病院

連携制度を地域の医師会および広域消防組合と連携して構築しています。 

今後も引き続き、地域の中核病院としての役割に加え、こうした地域包括ケアシステ

ムを構築していくための取組の充実についても、積極的に進めていきます。 
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６ 経営形態の見直し 

志摩病院については、医師不足等に伴って志摩地域の中核病院として求められる役

割・機能を担うことが困難となり、大幅な収支の悪化も招く状況であったことから、平

成 22 年３月に県が策定した「県立病院改革に関する基本方針」に基づき、平成 24 年４

月から指定管理者制度を導入しているところです。 

指定管理者制度導入後は、内科および総合診療科等の医師の増員に伴う外来診療の充

実や稼働病床の増床、回復期機能を有する地域包括ケア病棟の運用、内科系救急患者の

24 時間 365 日の受入れなど、診療機能の段階的な回復・充実が進み、順調な病院運営が

継続しており、制度の導入成果は年々高まってきています。 

今後も、指定管理者制度の継続を前提に、志摩病院の運営を進めていきます。 

 

７ 点検・評価・公表および住民の理解のための取組等 

県の指定管理者制度取扱要綱等に基づき、引き続き、毎年度、指定管理者から業務の

実施状況の報告（数値目標の実績含む）とそれらの評価を徴したうえで、県が評価を行

い、県議会において報告を行うとともに、県のホームページにおいて公表していきます。 

住民の理解のための取組としては、志摩病院において、毎年度実施している患者アン

ケートを引き続き実施することなどにより、患者の皆さんの意見等を把握・分析し、病

院運営に生かしていきます。 

さらに、地域住民の皆さんを対象とした志摩病院の運営状況や今後の取組方針等を周

知する説明会についても、引き続き開催（年１回）していきます。 

 

８ 財務計画 

（１）収支計画（収益的収支） 

（２）収支計画（資本的収支） 

（３）一般会計からの繰入金の見通し






